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研究要旨 
本研究の目的は、健診受診者を対象として働く環境における受動喫煙と日常生活における

受動喫煙の有無と呼吸機能との関連について検討すること、健診時の余剰尿を入手し、タ

バコ煙の尿中曝露バイオマーカーであるニコチン、コチニン、NNAL等の測定を行うこと、

これらの分析により、受動喫煙の有無、尿中バイオマーカーと呼吸機能との関連について

明らかにすることである。 
本年度は、余剰尿（目標数 200）の回収および呼吸機能を含む健診データ（目標数

2,000）を抽出した。 

 
A．研究目的 

改正健康増進法が公布され、学校・病院・

行政機関では屋内に喫煙室を残すことは違

法となる。一方、民間企業ではいまだに多く

の喫煙室が使用されている。わが国におい

ては、職場および日常生活において受動喫

煙を受けることが多いのが現状である。 

これまで、受動喫煙の呼吸機能に及ぼす

影響についての報告はほとんどない。 

本分担研究では、質問票を用いた職種別

に働く環境における受動喫煙と日常生活に

おける受動喫煙の有無と呼吸機能との関連

について検討する。また、質問票とともに尿

中バイオマーカーと呼吸機能との関連につ

いて検討する。特に呼吸機能に関しては、経

年変化との関連について検討を行う。 

 
B．研究方法 

人間ドック受診者等を対象として、質問

票により、職業、喫煙状況（現喫煙者では紙

巻きタバコおよび加熱式タバコ使用状況、

元喫煙者、非喫煙者）、受動喫煙の有無を把

握するとともに、余剰尿（1.5～15ml）およ

び呼吸機能を含む健診データ（匿名化した

状態）で入手した。 

採取した尿は、－20℃で保存し、尿中バイ

オマーカー（ニコチン代謝産物、NNAL 等）

の測定を行うために、産業医科大学産業生

態科学研究所職業性腫瘍学河井一明教授に

郵送した。 

受動喫煙の状況については、質問票とと

もに尿中バイオマーカー測定により分析す

ることにより、職域における受動喫煙、日常

生活における受動喫煙の有無と呼吸機能と

の関連、特に呼吸機能に関しては、経年変化

との関連についての検討、および、職域の受

診者については職種別（サービス業、製造

業、建設業、等）に検討するためのデータの
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抽出を行った。 

 
C．結果 
 本研究を実施するにあたり、協力機関と

の協議を進めるとともに、本学の倫理委員

会での承認を得た。（倫理 1753 号、2019
年 8 月 5 日承認）その後、協力機関での承

認を得て、2019 年 9 月の人間ドック受診

者を対象としてリクルートを行った。 
 同意を得た受診者より、受動喫煙に関す

る問診および本年度の目標の 200 人以上か

ら余剰尿を回収した。採取した尿は－20℃
で保存し、タバコ煙の尿中曝露マーカー

（ニコチン、コチニン、NNAL 等）の測

定のため、一部を産業医科大学産業生態科

学研究所職業性腫瘍学 河井一明教授に郵

送した。 
また、呼吸機能を含む健診データ（匿名

化した状態）を抽出した。 
 
Ｄ．考察 
職域における受動喫煙、日常生活におけ

る受動喫煙の有無と呼吸機能との関連につ

いて、産業医科大学と連携したタバコ煙の

尿中曝露マーカーと呼吸機能との関連につ

いて分析可能となった。今後、解析を進める

予定である。 

本研究成果の事業主への還元は、受動喫

煙防止、さらに健康意識および健康経営へ

の意識の変革・向上に繋がるものと考えら

れ、社会に与えるインパクト・貢献が期待で

きる。 

 
Ｇ．研究発表 
１．論文発表（本研究に関連するもの） 

  なし  
２．学会発表 
  なし 

 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
 この研究において、知的財産権に該当す

るものはなかった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


